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深谷赤十字病院は地域との医療連携に努めています。
　当院は、初期診療や慢性の継続診療などは「かかりつ
け医」の先生に診ていただき、専門的な検査や診察、ま
た入院が必要な治療は病院が受け入れるという役割分担
を行っており、地域の皆様が継続して適切な医療が受け
られるような体制を維持しています。

　毎号、医療連携にご協力いただいている医療機関を順
次ご紹介しています。

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

住 所
電 話
院 長
診 療 科 
休 診 日

診 療 時 間

〒369-1246　深谷市小前田1530-1
048-584-0066
菊田知宏
内科、腎臓内科、皮膚科
内科、腎臓内科：月曜、水曜、日曜、祝日
皮膚科：月曜、火曜午後、水曜、木曜、
金曜午後、土曜、日曜、祝日
午前8時45分～ 11時　
午後1時45分～ 4時30分 

〒369-0201 深谷市岡336-1
048-501-5553
宮倉　悟
消化器外科、外科、内科、精神科
土曜、日曜、祝日、火曜午後、木曜午後
午前9時～ 12時　午後2時～ 5時

　開院して15年目になりました。当院では地域の皆様に寄り添う医療をモットーに診療を行ってお
り高齢者の医療に特に力を入れています。また一般内科診察に加え、精神科診療も行っております。
これからも皆様の体と心の健康に貢献できるよう努力してまいります。

院長先生からのメッセージ

しようのもりクリニック

はなぞのクリニック

　2025年5月深谷市小前田に開院し人工透析および内科・皮膚科の診療を行っています。深谷日赤
と円滑な病診連携をはかりつつ、「かかりつけ医」として地域の皆さまの健康を第一に考え、丁寧で
わかりやすい診療を心がけています。

院長先生からのメッセージ

地 域 医 療 連 携 だ よ り
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＜地域の皆様へのご案内＞
　　当院を受診の際は、紹介状をご持参ください。

　当院受診の際（初診時）は、他の医療機関からの紹
介状（診療情報提供書）をご持参いただくことをお勧
めします。
　紹介状（診療情報提供書）をご持参いただいた場合
は、国が定める初診時選定療養費（医科7,700円・歯
科5,500円）のご負担がなくなります。

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

〒369-0301 児玉郡上里町金久保38
0495-71-4800
土尾泰弘
内科、循環器内科
日曜、祝日、水曜午後
午前9時～ 12時　午後3時～ 6時30分
※土曜午後は2時30分～ 5時

〒369-0201 深谷市岡1-35-7
048-585-2853
粟澤重樹
歯科、矯正歯科、小児歯科、歯科口腔外科
木曜、日曜、祝日
午前9時～13時　午後3時～7時
※土曜午後は3時～ 6時

　当院は平成20年4月に開業し、内科疾患を中心に診療をしています。特に高血圧症や糖尿病など
の生活習慣病や、循環器疾患の患者様を多くみています。現在も深谷日赤様には病診連携で大変お
世話になっております。今後も地域の皆様に信頼していただける様、努めて参ります。

院長先生からのメッセージ

　当院は補綴歯科専門医として高度な入れ歯やインプラント、健康的な美しさを備えた審美治療、
かみ合わせのトラブルに対して的確な処置を行なっております。これらのことでお悩みの方はぜひ
ご相談ください。専門医として対応させていただきます。

院長先生からのメッセージ

土尾内科クリニック

粟澤歯科医院
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１分でできる
簡単なアンケートです！

https://questant.jp/q/7FR7EX0X 

～読者アンケートに是非ご協力ください～～読者アンケートに是非ご協力ください～
皆さまへより良い情報提供ができる誌面づくりを目指しております。
本誌に対するアンケートにご協力いただいた方には赤十字グッズ（左掲写真）
を差し上げます。

アンケートはこちらのQRコード
もしくはURLから！
（アンケートサイトに飛びます）
回答期限：令和８年４月30日まで

※プレゼントは変更になる場合がございます。

マイナ保険証で電子処方せん
が利用できます

マイナ保険証で電子処方せん
が利用できます

１月より新しく１名の医師が
着任しました

１月より新しく１名の医師が
着任しました

　マイナ保険証（マイナンバーカードの健康保
険証利用）と電子処方せんの連携により、紙
の処方せんなしで薬の受け取りが可能になり
ます。医師や薬剤師がその方の薬情報をリア
ルタイムで確認することができ、利用者も紙を
紛失する心配がなくなります。受付時、当院設
置のカードリーダーにマイナ保険証を入れて
読み込み、画面上で「電子処方せんを希望」
を選択することでご利用いただけます。

診 療 科：眼科
氏　   名：渡邊 三紀
              （旧姓：吉田）
出身大学：埼玉医科大学

趣味：スポーツ（水泳以外）、旅行、音楽鑑賞
抱負：今年１月に異動して参りました。大学生
まで深谷に住んでおりました。地元の医療に貢
献していく所存です。よろしくお願いいたします。

新任医師紹介

基
本
方
針
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〒 366-0052  深谷市上柴町西５丁目８番地１
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https://www.fukaya.jrc.or.jp

深谷赤十字病院の理念と基本方針 深谷赤十字病院臨床研修の理念と基本方針
理　 念 理　 念

基
本
方
針

人道・博愛の赤十字精神のもと、地域の皆様の健康を守り、
信頼される医療を提供します。

医師としての人格を涵養し、将来専門とする分野にかかわらず、医学および医療の果たすべき社会的役割を認識
しつつ、一般的な診療において頻繁にかかわる負傷または疾病に適切に対応できる診療能力を身につける。

１．医療人として生命倫理を最大限尊重します。
２．医療安全に努め、質の高い医療を提供します。
３．患者中心の医療を行います。
４．地域との医療連携に努めます。
５．災害救護や新興感染症の対応と、国際活動に貢献します。
６．健全経営に努め、働き甲斐のある病院を目指します。

１　基本的診療能力及び基本的価値観（プロフェッショナリズム）の修得
　　医師として将来専門とする分野に関わらず必要な基本的診療能力及び医師としての行動を決定づける
　　基本的価値観（プロフェッショナリズム）を修得する。
２　患者の立場に立った医療を実践
　　医師として患者から人間としても信頼される思いやりの心を持った謙虚な医療人となり、患者の立場　　　    
      に立った医療を実践する。
３　チーム医療の実践
　　チーム医療の大切さを理解して病院内の他職種と連携を密にしてコミュニケーションを取りながら安
      全な医療を提供する。
４　地域医療に貢献
　　地域の中核病院としての役割を理解し、地域医療に関心を持ち、地域医療の現場を経験する。
５　赤十字病院の責務や理解
　　赤十字病院として公的病院の責務や災害時における医療救護活動を理解する。
６　生涯学習の継続
　　質の高い医療を提供できるよう、生涯を通じて教育・学習を続ける態度と習慣を実践し、医療技術の
      習得に努める。また、後輩を育成することによって自らが学ぶ姿勢を有する。


